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     いっぱい 
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【完成】清水東の将来像 
まちづくりワークショップからの提言 

 ∞ 

ワークショップの様子 

〔第１回〕将来 
を想像しよう 

6月10日 

〔第２回〕具体 
的な活動を考 
えよう 

8月19日 

〔第２回+1〕具 
体的な活動を 
考えよう（歴史 
と伝統） 

9月13日 

〔第３回〕内容 
の最終確認 

10月14日 

   将来像 名づけて × □ 

 里山の風景を守る  水辺を活かし環境を守る  歴史、伝統、人をつなぐ  多様な交通手段を活かす 

ジ ョ 
 企画・発行 

平成３０年２月 
清水東地区自治会連合会 

清水東公民館 

× ？ 

この報告書は、地域の魅力発信事業として福井市より助成を受けて作成しています。 
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提言にあたって

平成２９年度 清水東地区自治会連合会

会 長 勝 木 治 和

この度、清水東地区の将来像を「菅ぇビジョン」として報告書にまとめました。
平成２９年１月、清水東地区自治会連合会と清水東公民館は、地区住民を対象に「清水

東地区まちづくりアンケート」を実施しました。
全戸配布４９８枚中、３６８枚（７４％）もの回答がありました。多くの方のご協力を

頂き、この場をお借りしまして感謝申しあげます。
さて、アンケートでは清水東地区は７５%の方が住みやすいと回答されている一方で、高

齢社会により、公共交通の不便さや近隣店舗が少ないなどで、住みにくいという意見もい
ただいております。
私たち自治会連合会は、住みよいまち、住み続けたくなるまち、人が集うまちを目指し

て、様々なまちづくり活動を行っています。そこで、これからのまちづくり活動を清水東
地区のビジョンとして策定することになりました。
このビジョン策定事業は、福井市まち未来創造室「地域の魅力発信事業」により、３回

のワークショップを開催し、広く地区住民の意見を取り入れ、福井市まちづくりお助け隊
及び地域担当職員の方々の特段の支援をいただきました。
このビジョンに掲げられました課題は、「まちづくりプロジェクト」を結成して取り組

みたいと思います。このプロジェクトに地域のみなさまの積極的なご参加をお願い申し上
げます。

提言にあたって

清水東公民館活動部組織

総 括 川 上 克 博

３回にわたるワークショップによってまとめられた清水東地区の将来像が、「菅ぇビ
ジョン」として地区のみなさまにご提言できる運びとなりました。
このビジョンは延べ６１名の住民参加のもと、自然、教育、交通、伝統や歴史をキーワ

ードとして清水東地区の課題と今後の取り組みを語り合い、４つの部門、「里山の風景を
守る」、「水辺を活かし環境を守る」、「歴史、伝統、人をつなぐ」、「多様な交通手段
を活かす」からのまちづくり提言としました。
先の「まちづくりアンケート」によると、住民の多くが、「誰もが安心して暮らせる安

全な町」、「自然や環境が整備された町」、「福祉や医療が充実した町」を望んでいます。
こうした意識が今後のまちづくりに反映されるよう、地区住民一丸となって「清水東地

区の将来像（菅ぇビジョン）」の実現に取りくみたいものです。
報告書提言以外にも、第１回ワークショップに出された意見としては、人口減少対策、地

域活性化策として若者が集まるまち、病院や働く場のあるまち、市街化調整区域問題など
いくつかの重要な課題がありました。これらの課題は行政と一体となって取り組まなけれ
ばならないものでもあります。
清水東公民館は、生涯学習により「自分たちの地区は住民自らが守る」という自立の精

神を育み、まちづくりのリーダーを多数輩出していきたいものです。



ー １ ー 

第１回ワークショップ 当日の資料 

清水東地区のまちづくりを考えようワークショップ Vol.1 

意見交換会をするときの 
話し合い 
     の 
   コツ 

○ 無理、出来ないと言わずにできることを見つけよう！ 

○ 思ったこと、思っていること、話したいことをメモに 

  書いて残そう！（できるだけ自分で書きましょう） 

○ 他の人の気持ちになって考えてみよう！ 

○ 自分以外の話を最後まで聞こう！ 

○ みんなでたくさんの意見を出そう！ 

○ 他の人の話を批判しない！ 

○ 他の人の面白い話に便乗しよう！ 

13:00 

13:30－13:40 

13:40－13:55 

13:55－14:55 

15:00－15:30 

15:30－15:40 

15:40 

受付の開始 
○ 名札に自分の名前を  太く 大きく  書きましょう！  ( 横書きで書きましょう ） 
 「苗字」→ひらがなで１行目に 
 「住所」→ひらがな・漢字どちらでも ２行目に 
○ 座った時に 名札が隠れないように、ひもを調節しよう 

あいさつと本日の進め方の説明（10 分） 

班毎の自己紹介（15 分） 
○ 班長さんから自己紹介を始めましょう！ 

○ 自己紹介は、住んでいる町内、名前、お題の答えを教えてください 

清水東地区の将来について考えましょう（60 分） 
「将来、こんな風になったらイイナ！ということを話し合います」 

○ まずは、最後に発表する人を決めましょう（班長さん以外の人で） 

○ 意見を「ふせん」にたくさん書いては貼りつけ、木に花を咲かせましょう！ 

○ 地図に情報を書き込みましょう！ 

○ テーマは決まっていませんが、参考にしてもらうキーワードは別紙にしてね。 

班毎の発表（5 分×6 班＝30 分） 

○ 発表する係りの方、おねがいします。 

○ ふせんの内容を、たくさんお話してください。 

本日の感想（まとめ）と次回の案内（10 分） 

○ 次回は班替えをします（話し合いたいテーマ毎の班に分かれる予定です） 

終了（お疲れ様でした。次回もよろしくおねがいします） 

第１回意見交換  本日のスケジュール 

14:55－15:00 休息（5 分） 



ー ２ ー 

第１回ワークショップ 当日出された意見 

      ・里山の活用  ・美しい田園風景存続   
      ・桜の花道（朽谷のダム、清水の堤防） 
・三留のシバザクラ道が続くといい 
・小羽山の森が自然の森として、鳥や昆虫が飛び交うまち 

自然 

      ・市内の学校に通うのに便利な交通 
      ・路線バスの利用促進  ・子どもも安心して自転車に乗れるまち 
・高齢者が行きたい所に行けるまち 

交通 

             ・郷土料理（ひき汁・すこ）を住民に周知 
             ・菅笠や小物づくりを盛んにしたい 
・清水支所の空室を民芸品や古墳の出土品の展示会場として活用 
・小羽山の四隅突出型墳丘墓が国指定となって大勢の人に見てもらえるまち 
・「こいやこいや祭」が続くように  ・景色 大人の学習 史跡など 
・ふるさと言葉（方言）の継承  ・報郷隧道 

伝統や歴史 

      ・子供が気軽に挨拶できるまち  ・小学校が地域の核となるまち 
      ・時代の変化に対して学び合うまち   
・子どもの元気な明るい声が聞こえるまち  ・児童館があるといい 

教育 

        ・市街化調整区域を外して、住宅や工場を誘致して人口が増えるまち 
        ・総合病院や働く工場のあるまち   ・雨の日でも使えるBBQ場 
・子ども、若者、高齢者が住み続けるまち 
・若者が集まるカフェがあるといい 

その他 

      ・身近にきれいな水がたくさんあるので活用できないか 
      ・メダ力、タナゴ、モロコを捕まえて遊べる 
・シンボルになる花があるといい 
・小学校裏の散策路に咲くカタクリの保全 
・地区の花や木を決める 
・里山の林道を整備して気軽に来られるように 
・ミニ登山や里山ウオークを整備  ・桜がきれい（三留神社） 
・田園風景の保全  ・志津川河川公園が活かされていない 

自然 

      ・景色を見ながら走れるサイクリング口一ドがあるといい 
      ・22時頃の福井駅→プラントの直行パス 
・路線バスの減便で困っている  ・コミバスの本数が少ない 
・終バスが早い 

交通 

             ・小羽山古墳がある 
             ・菅笠を活かした取組み  ・お城山   
・三留の納豆 

伝統や歴史 

      ・市民体育大会に参加できるように 
      ・山遊びを引き継いでいきたい 
・地域の人材が活かされていない 
・子どもが安心して遊べる自然の大きなスペースがあるといい 

教育 

        ・めずらしい野菜の勉強会をして作ってみたらどうか 
        ・中心部に近く地元産業に熱心になれない 
・公民館活動に関心が薄い  ・寿クラブ加入率が低い（35%前後） 

その他 

      ・桜のある風景は良い 
             （三留の気比神社、東小学校、小羽山） 
・竹林をぬう遊歩道の整備 
・お城山からの景色が良い 
・しようずが細くなった（杉谷、清水、三留、下天下） 
・昔は川で魚を捕まえたり泳いで遊んだ 
・田んぼには魚やナマズがいた 
・ラブリバーを使いやすくしたい 
（小羽と上天下を行き来したい） 

自然 

             ・昔は味噌を自宅で作っていた 
             ・葉寿し 
・昔は踊りを地区ごとに競った 
・他の集落の事を意外と知らない 

伝統や歴史 

      ・神社で子どもが遊ぶようになるといい 
      ・昔からの風習の伝承（若者との交流） 
教育 

                 ・ホープタウンに神社が欲しい その他 

      ・クボ谷の蛍  ・川遊び、水遊び   
      ・城山からの景色 
・白山が見える  ・志津川の魚道  ・蛍、シジミ、力ワセミ 
・桜 

自然 

      ・プラントの交通拠点の強化 
      ・ロードバイクが車道を走れるように専用道路を整備 
・バッテリー力ーで走れるように 
・バス本数が少ない、乗車人数は少ない 

交通 

             ・小羽山古墳  ・ハイキングコース 
             ・マップ（歴史や史跡）   
・城（清水、三留） 

伝統や歴史 

      ・菅笠づくりの技術の継承 
      ・児童館が必要  ・スポーツクラブの活動は盛ん 
教育 

        ・病院があるといい その他 

３班 

４班 

１班 

２班 

里山 水辺 歴史・伝統・人 交通 

これらの出された意見をふまえ、５つのキーワードを４つの鍵にまとめました。 

第２・３回のワークショップでこの４つの鍵をもとに将来像を具現化しました。 
To be continued 
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だ
ま
だ
多
く
の
魅
力
あ
る
文
化
財
な
ど
や
施
設
が
あ
り
ま
す
よ
。

 

第
２
・３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を

 
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
編
集
し
ま
し
た
。

 



易
 

難
 

事
業
実
行
の
難
易
度
に
つ
い
て

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
実
行
性
の

 

難
易
度
を
「
菅
笠
坊
や
」
の
表
情
で
表
し
て
い
ま
す
。

 

歴
史
好
き
な
方
や

 
活
動
に
賛
同
す
る

 
方
な
ど
が
、
地
元
や

 
地
主
の
協
力
の
も
と

 
登
山
道
の
下
草
刈
り
や

看
板
な
ど
の
設
置
が

 
で
き
る
と
い
い
な
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
現
在
、
公
民
館

の
ふ
る
さ
と
環
境
部
会
の
方
や
活
動
に
賛

同
す
る
方
な
ど
が
、
コ
ー
ス
の
下
草
刈
り

や
看
板
・
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
を
行
っ
た
り
、

春
に
は
コ
ー
ス
を
見
回
っ
た
り
し
て

 
 

 
 

 
 

 
 
い
ま
す
。

 

清
水
北
地
区
と
連
携
し
つ
つ

 
継
続
し
て
こ
の
活
動
が

 
行
わ
れ
る
と
い
い
な
。

 
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大
会

 
を
開
催
し
た
い
な
。

 

 
 

 
 

 
 

 
毎
年
、
狼
煙

(の
ろ
し

)の
道
の
実
証
グ
ル
ー
プ

が
、
清
水
西
や
東
安
居
地
区

な
ど
６
公
民
館
の
連
携
事
業

と
し
て
、
岐
阜
県
関
ヶ
原
古
戦

場
を
起
点
と
し
た
狼
煙
の
リ

レ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

清
水
東
地
区
内
に
は
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
県
指
定
文
化
財
が
１
つ
、
市
指

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
定
文
化
財
が
２
つ
あ
り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
ま
す
。
い
ず
れ
も
里
山

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
内
に
あ
る
も
の
で
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
子
ど
も
達
が
里
山

を
探
検
し
、
ま
た
、
地
元
の
歴
史

に
詳
し
い
人
の
話
を
聞
い
て

 
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
里
山
マ
ッ
プ

が
つ
く
れ
る
と
い
い
な
。

 
そ
の
内
容
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
で
き
る

と
も
っ
と
い
い
な
。

 

公
民
館
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
な
ど
で

 
そ
れ
ら
の
文
化
財
の
情
報
が

 
詳
し
く
発
信
さ
れ
る
と
い
い
な
。

 

子
ど
も
達
や
活
動
に
賛
同
す
る
方
な
ど
で

 
清
水
東
地
区
内
の
主
な
山
に
登
り

 
の
ろ
し
で
つ
な
が
る
と
い
い
な
。

 
こ
の
里
山
を
守
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め

 
自
治
会
連
合
会
の
強
力
の
も
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト

 
な
ど
で
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
樹
や
花
を

 
決
め
ら
れ
る
と
い
い
な
。

 

清
水
東
地
区
は
、
福
井
市
中
心
街
に
近
く
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
気
軽
に
自
然
を
満
喫
で
き
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
里
山
が
多
く
残
っ
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
い
ま
す
。

 

里 山 を 守 る た め に  

里 山 に 慣 れ 親 し ん で  

も ら う た め に  

里 山 を 守 る 意 識 を  

高 め る た め に  

の
 風

 景
 を

 

第
３

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
具

現
化

さ
れ

た
内

容
 

ー ４ ー 

事
業
内
容

 
目
標

 
そ
の
背
景

 
具
体
的
な
内
容

 



水
辺
を
活
か
し
環
境
を
守
る

 

学
び

の
ゾ

ー
ン

 

廣
善
寺
 

清
水
総
合
支
所
 

大
型
商
業
施
設
 

き
ら
ら
パ
ー
ク
 

ホ
タ

ル
の
 

生
息

地
 

(小
保
谷
) 

清
水
東
公
館

 

目
標
２
：
湧
水
と
里
川
の
あ
る
生
活
を
守
ろ
う

 
 
【
現
状
】
 

 
・
清
水
東
に
は
福
井
市
に
認
定
さ
れ
た
里
川
が
２
ヵ
所
あ
る
。

 

 
（
清
水
町
、
和
田
町
） 

 
・
身
近
に
あ
る
き
れ
い
な
水
の
活
用
が
少
な
く
な
っ
た
。

 

 
・
清
水
（
し
ょ
う
ず
）
の
湧
水
量
が
少
な
く
な
っ
た
。

 

 
（
下
天
下
町
、
三
留
町
、
清
水
杉
谷
町
、
清
水
町
、
和
田
町
）
 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
各
集
落
や
家
庭
で
川
や
清
水
を
定
期
的
に
掃
除
し

 

 
 
使
い
続
け
よ
う
。

 

桂
連
神
社
（
清
水
杉
谷
町

）
 

清
水
町
の
清
水
湧
水
群
－
大
清
水
 

(
福

井
市

の
里

川
に

認
定

) 

清
水
東
小
学
校
 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
農
業

(田
ん
ぼ

)を
守
り
、
水
辺
生
物
や
野
鳥
と

 

 
 
共
存
し
よ
う

 

目
標
３
：
河
川
公
園
（
ラ
ブ
リ
バ
ー
）
を
活
用
し
よ
う

 
 
【
現
状
】
 
※
笑
顔
マ
ー
ク
『
(＾

0
＾
)』
は
こ
う
な
る
と
い
い
な
、
と
い
う
想
い
で
す
。

 

 
・
志
津
川
河
川
公
園
が
あ
ま
り
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 
・
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
無
料
で
使
い
や
す
い
。

 

 
・
公
園
を
利
用
し
て
こ
い
の
ぼ
り
ウ
オ
ー
ク
を
実
施
し
て
る
。

 

 
・
市
は
草
刈
な
ど
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
が
頻
度
が
低
い
。

 

 
(＾

0＾
) 
 イ
ベ
ン
ト
時
に
は
右
岸
（小
羽
町
）と
左
岸
（上
天
下
町
）の
行
き
来
が

 

 
 

 
 

 
 出
来
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
公
園
を
使
い
や
す
く
し
た
い
。

 

 
(＾

0
＾)

  
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
に
し
た
い
。

 

 
(＾

0
＾)

  
学
び
の
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
、
お
ば
や
ま
の
森
と
一
体
で
活
用
し
た
い
。

 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
積
極
的
な
公
園
利
用
と
自
主
的
な
維
持
管
理
に
よ
り

 

 
 
市
と
の
協
働
化
を
す
す
め
よ
う
。

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

遊
具
 

駐
車
場
 

水
門
 こ
い
の
ぼ
り
(春

限
定
) 

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
 

志
津

川
河

川
公

園
 

(
ラ

ブ
リ

バ
ー

)
 

大
谷
池
 

 
 

農
業

を
守

り
 

 
 

田
園

風
景

を
守

る
 

(薄
黄
緑
色
の
部
分
が
主
に
農
地

) 
小

保
谷

(上
天
下
町

)は
こ
こ
で
す
 

水
あ
そ
び
 

以
前
行
わ
れ
た
い
か
だ
あ
そ
び
の
様
子
 

公
民
館
か
ら

出
発
 

草
花

な
ど
を

使
っ
た
 

写
生
(コ

ラ
ー
ジ
ュ
)大

会
 

生
き

物
調
査

の
様
子
 

こ
こ
 

←
ゴ

ル
フ
場

へ
 

タ
ナ

ゴ
が
捕

れ
た
よ
 

あ
る
排

水
路

の
水
中

の
様
子
 

 
 
 
 
 
 

(ヌ
マ
ム
ツ

) 

水
辺
の
生
き
物
 

湧
水
 

清
水
町
の
大

清
水
 

(
福
井
市
の

里
川
に

認
定

) 

目
標
１
：
美
し
い
田
園
風
景
を
保
全
し
水
辺
の
環
境
を
守
ろ
う

 
 
【
現
状
】
 

 
・今
で
も
メ
ダ
カ
、
タ
ナ
ゴ
、
モ
ロ
コ
な
ど
を
捕
ま
え
て

 

 
 
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
。

 

 
・昔
は
川
で
魚
を
捕
ま
え
た
り
泳
い
で
遊
ん
だ
。

 

 
・三
留
町
の
排
水
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
時
は

 

 
 
魚
釣
り
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
。

 

 
・田
ん
ぼ
で
魚
や
ナ
マ
ズ
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
。

 

 
・上
天
下
町
の
小
保
谷
に
は
、
ホ
タ
ル
、
シ
ジ
ミ
、

 

 
 
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
が
い
る
。

 

 
・用
排
水
路
の
整
備
、
農
薬
の
使
用
な
ど
に
よ
り

 

 
 
生
き
物
の
生
息
環
境
が
変
化
し
昔
と
比
べ
て

 

 
 
数
が
減
っ
て
い
る
。

 

ー ５ ー 

北
 

※
 
地
図
上
の
施
設
な
ど
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
話
し
合
い
で
出
さ
れ
た
主
な
も
の
で
す
。

 
 
 
清
水
東
地
区
内
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
魅
力
あ
る
文
化
財
な
ど
や
施
設
が
あ
り
ま
す
よ
。

 

第
２
・３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を

 
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
編
集
し
ま
し
た
。

 
第

２
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

出
さ

れ
た

意
見

を
ま

と
め

ま
し

た
。

 



志
津
川
の
歴
史
は

 
 

 
 

 
 

 
治
水
の
歴
史
で
す
。

 

第
３

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
具

現
化

さ
れ

た
内

容
 

ー ６ ー 

現
在
、

 
子
ど
も
会
育
成
会
が
中
心
と

 
な
っ
て
こ
い
の
ぼ
り
ウ
ォ
ー
ク
が

 
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
ず
っ
と

続
く
と
い
い
な
。

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

 
開
催
さ
れ
、
ラ
ブ
リ
バ
ー
が

 
賑
わ
う
と
い
い
な
。

 

ラ
ブ
リ
バ
ー
は
平
成
２
年
よ
り
各
施
設
が

 
順
次
オ
ー
プ
ン
し
、
約
３
０
年
近
く
が
経
過
し
ま
し
た
。

 
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
も
荒
れ
て
き
て
お
り
、
再
整
備
と
な
る
と
行

政
が
主
体
と
な
る
た
め
な
か
な
か
困
難
で
す
。
一
方
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
何
処
で
も
で
き
る
た
め
、
コ
ー
ス
と
し
て
は
面
白

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

 

そ
の
治
水
に
詳
し
い
方
を

招
い
て
ラ
ブ
リ
バ
ー
で

 
歴
史
教
室
を
開
催
し

 
ラ
ブ
リ
バ
ー
が
賑
わ
う
と

い
い
な
。

 

い
か
だ
で
な
く
て
も

 
丸
太
乗
り
な
ど
の

 
水
あ
そ
び
の
イ
ベ
ン
ト

が
復
活
す
る
と
い
い
な
。

 

数
年
前
ま
で
、
ラ
ブ
リ
バ
ー

 
で
は
子
ど
も
会
育
成
会
が
中
心
と
な
っ
て

竹
を
使
っ
た
い
か
だ
あ
そ
び
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
毎
年
い
か
だ
製
作
に
時

間
を
要
し
、
ま
た
、
材
料
の
竹
の
確
保
が

難
し
く
な
る
な
ど
に
よ
り
一
旦
休
止
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
清
水
東
地
区

内
の
水
辺
に
は
、
生
き
物
が
た
く

さ
ん
住
ん
で
い
ま
す
。
う
わ
さ
に

よ
る
と
、
上
天
下
町
の
久
保
谷
と

い
う
山
合
い
で
は
、
ホ
タ
ル
が
乱

舞
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

親
子
で
生
き
物
を
見
に
行
く

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
と
い
い
な
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
現
在
、
農
業
関
連
の
事
業
の

一
貫
と
し
て
生
き
物
調
査
を
行
っ
て
い
る
集

落
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
場
所
の
調
査
結

果
を
学
校
で
発
表
す
る
の
も
あ
り
で
は
？

 

清
水
東
の
子
ど
も
達
を

集
め
、
い
ろ
ん
な
集
落

で
複
数
年
か
け
て
調
査

が
出
来
る
と
い
い
な
。

 

子
ど
も
達
が
、
公
民
館
や

 
地
元
の
人
か
ら
話
を
聞
い
て

 
ま
た
、
実
際
現
場
も
み
て

 
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
湧
水

 
マ
ッ
プ
が
作
れ
る
と
い
い
な
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
こ
ん
こ
ん
湧
き
出
る

 
 

 
 
清
水
も
き
ち
ん
と
管
理
し
な
い

と
湧
水
量
が
減
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

 

各
地
の
清
水
に
は

 
そ
れ
ぞ
れ
利
用
に

 
関
す
る
取
り
決
め
な
ど
が

 
あ
る
よ
う
で
す
が

 
そ
れ
ら
に
そ
っ
て
泥
上
げ

な
ど
の
掃
除
を
す
る
な
ど

き
れ
い
に

 
維
持
さ
れ
る
と
い
い
な
。

 

ラ  

ブ  

リ  

バ  

を  

活  

用  

す  

る  

た  

め  

に  

水  

辺  
に  

慣  

親  れ  し  

ん  で  

も  

ら  

う  

た  

め  

に  

水  

辺  

を  

き  

れ  

い  

に  

す  

る  

た  

め  

に  

水
辺
を
活
か
し
環
境
を
守
る

 

易
 

難
 

事
業
実
行
の
難
易
度
に
つ
い
て

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
実
行
性
の

 

難
易
度
を
「
菅
笠
坊
や
」
の
表
情
で
表
し
て
い
ま
す
。

 
事
業
内
容

 
目
標

 
そ
の
背
景

 
具
体
的
な
内
容

 



歴
史
、
伝
統
、
人
を
つ
な
ぐ

 

学
び

の
ゾ

ー
ン

 
廣
善
寺
 

清
水
総
合
支
所

 

大
型
商
業
施
設
 

き
ら
ら
パ
ー
ク

 

清
水
東
公
館
 

桂
連
神

社
（

清
水
杉
谷

町
）
 

清
水
東
小
学
校

 

ー ７ ー 

小
羽

の
野
菜
 

昔
か

ら
の
菅

田
 

（
大

部
分
が

休
耕
中
）

 

東
っ
子
菅
田
 

菅
田
 

「
越
前

 菅
笠
の
郷
」
の
碑
 

三
留

の
納
豆

・
キ
ム
チ

 

清
水
の
ぶ
ど
う
 

目
標
１
：
清
水
東
地
区
に
伝
わ
る
郷
土
料
理
を
知
ろ
う

 
 
【
現
状
】
 
※
笑
顔
マ
ー
ク
『
(＾

0
＾
)』
は
こ
う
な
る
と
い
い
な
、
と
い
う
想
い
で
す
。

 

 
(＾

0＾
) 
 郷
土
料
理

(ひ
き
汁
・す
こ

)を
住
民
に

 

 
 

 
 

 
周
知
し
た
い
。

 

 
・三
留
町
で
は
納
豆

(五
位
山
納
豆

)が
作
ら
れ
て
い
る
。

 

 
・昔
は
味
噌
を
自
宅
で
作
っ
て
い
た
。

 

 
・葉
寿
司
が
あ
る
。

 

 
・め
ず
ら
し
い
野
菜
栽
培
の
勉
強
会
を
し
て

 

 
  
作
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
。

 

 
・昔
か
ら
の
風
習
の
伝
承

(若
者
と
の
交
流

)が
希
薄
。

 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
レ
シ
ピ
を
動
画
で
残
し

 

 
 
郷
土
料
理
に
ふ
れ
る
機
会
を
作
ろ
う

 

目
標
２
：深
い
歴
史
や
伝
統
文
化
を
残
そ
う

 
 
【
菅

(す
げ

)に
関
す
る
現
状
】 

 
・
菅
笠
や
小
物
づ
く
り
を
盛
ん
に
し
た
い
。

 

 
・
菅
笠
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
駅
前
で
配
布
し
た
こ
と
が
あ
る
。

 

 
・
菅
笠
づ
く
り
の
技
術
を
継
承
し
た
ほ
う
が
い
い
。

 

 
【
文
化
に
関
わ
る
現
状
】 

 
 
※
笑
顔
マ
ー
ク
『
(＾

0
＾
)』
は
こ
う
な
る
と
い
い
な
、
と
い
う
想
い
で
す
。

 

 
(＾

0
＾)

  
清
水
総
合
支
所
の
空
き
部
屋
を
古
民
具
や
古
墳
の

 

 
 

 
 

 
出
土
品
の
展
示
場
と
し
て
活
用
し
た
い
。

 

 
・
「
こ
い
や
こ
い
や
祭
」
が
続
く
よ
う
に
し
た
い
。

 

 
・
昔
は
踊
り
を
地
区
ご
と
に
競
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
清
水
総
合
支
所
を
歴
史
と
文
化
の
拠
点
に
し
、

 

 
 
作
り
方
・使
い
方
の
技
を
動
画
で
残
そ
う

 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
学
び
合
い

 

 
 
集
落
間
の
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

 

活
き

生
き
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
様
子
 

（
ス

テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
大
会
）
 

目
標
３
：
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
更
に
高
め
よ
う

 
 
【
現
状
】
 

 
・地
域
の
人
材
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 
・若
者
が
集
ま
る
場
所
（カ
フ
ェ
）が
あ
る
と
い
い
。

 

 
・寿
ク
ラ
ブ
加
入
率
が
低
い
。
（3

5%
前
後
）
 

 
・子
ど
も
が
気
軽
に
挨
拶
で
き
る
ま
ち
。

 

 
・時
代
の
変
化
に
対
し
て
学
び
合
う
ま
ち
に
し
た
い
。

 

 
・公
民
館
活
動
に
関
心
が
薄
い
。

 

 
・市
民
体
育
大
会
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
ら
な
い
。

 

 
・ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
盛
ん
だ
。

 

昭
和
３
０
年

頃
の
田
植

の
様

子
 

か
つ
て
の
菅
田
（
小
羽
町
）
 

菅
を
使
っ
た
 

 
 
 
 
飾
り
物
 

清
水

の
ぶ
ど
う
 

三
留

の
五
位

山
(ご

い
や

ま
)納

豆
と
白
菜
き
む
ち
 

※
 
地
図
上
の

施
設
な
ど
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
話
し
合
い
で
出
さ
れ
た
主
な
も
の
で
す
。

 
 
 
清
水
東
地

区
内
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
魅
力
あ
る
文
化
財
な
ど
や
施
設
が
あ
り
ま
す
よ
。

 

北
 

※
1 
越
中
福
岡
と
は
、
富
山
県
の
旧
福
岡
町
の
地
域
を
指
し
、
20

05
年
に
市
町
村
合
併
に
よ
り
高
岡
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
越
中
福
岡
で

 
 
 
生
産
さ
れ
る
菅
笠
の
全
国
シ
ェ
ア
は
９
割
以
上
で
、
又
、
菅
笠
の
制
作
技
術
は
「越
中
福
岡
の
菅
笠
制
作
技
術
」と
し
て
国
の
重
要
無
形

 
 
 
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
 
 
平
成

28
年

9月
、
清
水
東
地
区
は
、
旧
福
岡
町
市
街
地
一
円
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
奇
祭
「つ
くり
も
ん
ま
つ
り
」に
合
わ
せ
て
菅
笠
の
交

 
 
 
流
を
行
い
ま
し
た
。
 

ま
つ

り
関
係

者
は
 

ヘ
ル

メ
ッ
ト

型
の
 

菅
笠

を
着
用

し
て
 

い
ま

し
た
！

(驚
) 

こ
の
人
 

こ
の

人
 

越
中
福
岡
(※
1)
の
「
つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
」
の
様
子

 

第
２
・３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を

 
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
編
集
し
ま
し
た
。

 
第

２
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

出
さ

れ
た

意
見

を
ま

と
め

ま
し

た
。

 



ー ８ ー 

第
３

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
具

現
化

さ
れ

た
内

容
 

 
 

 
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
出
せ
た
ら

 
 

 
 

 
各
集
落
で
１
品
以
上
出
せ
た
ら

 
 

 
 

 
 
作
り
方
を
動
画
記
録
で
き
た
ら

 
 

 
 

 
 

 
 
敬
老
会
で
出
せ
た
ら

 
 

 
食
材
の
生
産
地
見
学
や
収
穫
体
験
が
出
来
た
ら

 
 

 
 

 
食
材
の
歴
史
が
学
べ
た
ら

 
 

 
 

 
 

 
家
庭
で
使
わ
れ
な
い
御
膳
が
お
披
露
目
で
き
た
ら

 
 

 
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ひ
き
汁
、
す
こ
、
五
位
山
納
豆
、
レ
ン
コ
ン
、
キ
ム
チ
、
あ
げ
煮
、
葉
ず
し

 
 

 
ぶ
ど
う
な
ど

 

 清
水
東
地
区
内
に
は

 
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る

 
偉
人
が
多
く
存
在
し
ま

 
す
が
、
案
外
知
ら
れ
て

 
い
ま
せ
ん
。

 
そ
れ
ら
の
先
人
の
活
躍

 
が
あ
っ
て
こ
そ
今
の
清

 
水
東
地
区
が
あ
る
と

 
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

 
ま
せ
ん
。

 

清
水
東
地
区
に
ゆ
か
り
が
あ
り

 
活
躍
し
た
先
人
達
を
探
し
出
し

 
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が

 
で
き
る
と
い
い
な
。

 

清
水
東
地
区
に
も
地
産
の
食
べ
物

や
代
々
伝
わ
る
郷
土
料
理
が

 
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
食
材
を

集
め
、
料
理
に
長
け
た
女
性
の

 
み
な
さ
ま
、
地
区
内
の
飲
食
店
や

生
産
者
な
ど
の
協
力
の
も
と

 
清
水
東
御
膳
が

 
創
ら
れ
る
と
い
い
な
。

 

事
業
内
容

 
目
標

 
そ
の
背
景

 
具
体
的
な
内
容

 

菅
笠
を
作
れ
る
キ
ッ
ト
や

 
小
さ
な
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
の

 
小
物
製
作
キ
ッ
ト

 
菅
の
栽
培
キ
ッ
ト
が

 
企
画
で
き
る
と
い
い
な
。

 

菅
笠
の
作
り
方
を
動
画

で
残
そ
う

 

菅
笠
を
作
る
職
人
さ
ん
の

 
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

 
今
の
う
ち
に
、
高
画
質
で

 
作
り
方
を
動
画
で
記
録
し
て

 
お
く
と
い
い
な
。

 

菅
笠
は

 
外
仕
事
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
が

 
近
年
、
農
作
業
の
機
械
化
が
す
す
み

 
運
転
席
に
乗
り
込
む
の
に
菅
笠
が

 
邪
魔
に
な
る
な
ど

 
次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

地
区
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る

 
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
、
当
日

 
役
員
な
ど
は
必
ず

 
か
ぶ
る
よ
う
に
す
る
と
い
い
な
。

 

易
 

難
 

事
業
実
行
の
難
易
度
に
つ
い
て

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
実
行
性
の

 

難
易
度
を
「
菅
笠
坊
や
」
の
表
情
で
表
し
て
い
ま
す
。

 

菅
笠
で
こ
ん
な
企
画
が
で
き
た
ら
い
い
な
。

 
 

 
小
学
生
が
菅
笠
を
か
ぶ
っ
て

 
 

 
登
校
す
る
日
が
あ
っ
た
ら

 
 

 
 

 
 
地
区
内
の
各
家
の
表
札
に
菅
笠
を

 
 

 
 

 
 
ぶ
ら
下
げ
た
ら

 
 
葉
ず
し
の
皿
に
で
き
た
ら

 
 
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
で
き
た
ら

 



多
様
な
交
通
手
段
を
活
か
す

 

廣
善
寺
 

清
水
総
合
支
所
 

桂
連
神
社
（
清
水
杉
谷
町

）
 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
路
線
バ
ス
を
利
用
し
よ
う

 

 
 
そ
し
て
有
志
で
公
共
交
通
の
検
討
を
始
め
よ
う

 

交
通

拠
点

 

目
標
１
：
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う

 
 
【
現
状
】
 
※
笑
顔
マ
ー
ク
『
(＾

0
＾
)』
は
こ
う
な
る
と
い
い
な
、
と
い
う
想
い
で
す
。

 

 
・プ
ラ
ン
ト
３
清
水
支
店
が
路
線
バ
ス
の
拠
点
と
し
て

 

 
 
強
化
さ
れ
た
。

 

 
・市
街
地
の
学
校
に
通
う
の
に
不
便
で
あ
る
。

 

 
・高
齢
者
が
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
く
に
は
不
便
。

 

 
・バ
ス
の
減
便
で
困
っ
て
い
る
。

 

 
・バ
ス
の
乗
車
人
数
は
少
な
い
も
の
の
便
数
も
少
な
い
。

 

 
・ほ
や
ほ
や
号
の
便
数
が
少
な
い
。

 

 
・若
い
人
は
バ
ス
が
無
く
て
も
困
ら
な
い
。

 

 
・運
転
免
許
の
自
主
返
納
者
が
増
え
て
く
る
。

 

 
・将
来
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
が
多
く
な
る
。

 

 
(＾

0＾
) 
 ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
バ
ス
利
用
を
促
す

 

 
 

 
 

 
 お
楽
し
み
企
画
が
あ
る
と
よ
い
。

 

 
(＾

0＾
) 
 バ
ス
利
用
を
慣
れ
さ
せ
る
取
り
組
み
が

 

 
 

 
 

 
 あ
る
と
よ
い
。

 

 
(＾

0＾
) 
 運
転
免
許
の
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援
を

 

 
 

 
 

 
 も
っ
と
充
実
す
る
と
よ
い
。

 

ー ９ ー 

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
 

（
路
線
バ
ス
）
 

西
田
中
宿
堂
線
 

（
路
線
バ
ス
）
 

茱
崎
線
 

（
路
線
バ
ス
）
 

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
織
田
行
き
 

（
路
線
バ
ス
）
 

プ
ラ
ン
ト
３
清
水
店
(※

1)
 

 ほ
や
ほ
や
号
 

（
清
水
循
環
ル
ー
ト
）
 

（
予
約
制
）
 

 ほ
や
ほ
や
号
 

（
織
田
ル
ー
ト
）
 

（
予
約
制
）
 

き
ら
ら
号
 

（
清
水
畑
・
平
尾
線
）

 

き
ら
ら
号
 

（
笹
谷
・
志
津
が
丘
線
）
 

目
標
２
：
自
転
車
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う

 
 
【
現
状
】
 

 
※
笑
顔
マ
ー
ク
『
(＾

0
＾
)』
は
こ
う
な
る
と
い
い
な
、
と
い
う
想
い
で
す
。

 

 
・
子
ど
も
が
安
心
し
て
自
転
車
に
乗
れ
る
場
所
が
少
な
い
。

 

 
・
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
が
車
道
を
走
れ
る
よ
う
な
専
用
道
路
が

 

  
  
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 
(＾

0
＾
) 
 景
色
を
見
な
が
ら
走
れ
る

 

 
 

 
 

 
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ﾞロ
ー
ド
が
あ
る
と
よ
い
。

 

【
 
目
標

 
】
 

 
 
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

 

 
 
そ
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
利
用
し
て

 

 
 
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
も
う

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き
た
ら

…
 

（
足
羽
川
～
九
頭
竜
川
～
永
平
寺
へ
）
 

大
型
商
業
施
設
 

き
ら
ら
パ
ー
ク

 

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
 

西
田
中
行
き
 

（
路
線
バ
ス
）
 

清
水
東
公
館
 

清
水
東
小
学
校
 

 ほ
や
ほ
や
号

 
（
西
田
中
ル
ー
ト
）

 
（
予
約
制
）

 

バ
ス

停
留
所

(三
留

口
) 

便
数

は
一
日

３
本
だ
け

！
(寂

) 
※
ほ
や
ほ
や
号

(予
約
制
)除

く
 

プ
ラ

ン
ト
３
清
水
店
 

 
 
 
 
 
 

バ
ス
停
留
所
の
様

子
 

北
 

※
 
地
図
上
の

施
設
な
ど
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
話
し
合
い
で
出
さ
れ
た
主
な
も
の
で
す
。

 
 
 
清
水
東
地

区
内
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
魅
力
あ
る
文
化
財
な
ど
や
施
設
が
あ
り
ま
す
よ
。

 
 
 
 
 
 
【バ
ス
路
線
図
に
つ
い
て
】 
路
線
図
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
用
に
準
備
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
新
の
ル
ー
ト
と
多
少
異
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
 

【※
1 
大
型
商
業
施
設
に
つ
い
て
】 
正
し
く
は
「P

LA
N
T
-3

  清
水
店
」で
す
が
、
こ
こ
で
は
「プ
ラ
ン
ト
３
清
水
店
」と
表
記
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
風
景
を
楽
し
も
う
！

 

ち
ょ

い
チ

ャ
リ

コ
ー

ス
 

『
田
ん
ぼ
と

川
を
楽
し

も
う

』
 

 周
回
約
 3
.7
km
 (
じ
っ
く
り
)約

 2
0 
分
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
弾
丸
約
 1
0 
分
 

清
水
地
域
バ
ス
・
 

き
ら
ら
号

 停
留
所
 

(清
水
総

合
支
所
) 

ほ
や
ほ
や
号

(予
約
制
) 

ほ
や
ほ
や
号
(予

約
制
) 

バ
ス
停
留
所
 

※
 
主
に
タ
ク
シ
ー
車
両
 

 
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

第
２
・３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
を

 
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
編
集
し
ま
し
た
。

 
第

２
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

出
さ

れ
た

意
見

を
ま

と
め

ま
し

た
。

 



第
３

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
具

現
化

さ
れ

た
内

容
 

ー １０ ー 

バ ス を  
  知 っ て も ら う た め に  

運
転
で
き
な
く
な
る

 

公
民
館
や
活
動
に
賛
同
す
る
方

 
な
ど
が
子
ど
も
達
を
ま
き
こ
ん
で

 
プ
ラ
ン
ト
３
清
水
店
に
集
合
し
、

 
そ
こ
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
福
井
駅

前
で
買
い
物
な
ど
を
楽
し
む

 
ツ
ア
ー
が
で
き
る
と
い
い
な
。

 

東
っ
子
自
然
た
ん
け
ん
隊
は

 
バ
ス
を
利
用
し
て
あ
ち
こ
ち

 
で
か
け
て
い
る
よ
ー
っ
！

 ほ
や
ほ
や
号
に
興
味
の

 
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に

 
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
る
と

い
い
な
。

 
ほ
や
ほ
や
号
に
乗
っ
て

 
越
廼
の
海
へ
遊
び
に
行
く

企
画
が
あ
る
と
い
い
な
。

 

適
切
な
公
共
交
通
の
維
持
存
続
が
望
ま
れ
る
中

 
清
水
地
域
全
体
で
は
バ
ス
の
運
行
が
減
便
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

 
幸
い
に
も
清
水
東
地
区
は
プ
ラ
ン
ト
３
清
水
店
を
拠
点
と
す
る
バ
ス
路
線

が
比
較
的
充
実
し
て
い
ま
す
が
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

親
子
で
楽
し
め
て
、
平
坦
で
、
交
通
量
が
少
な
く
、
自
然
を

満
喫
で
き
る
そ
ん
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が

 
あ
る
と
い
い
な
。

 
 

 
 

 
 
→

 
ご
提
案
し
ま
す
。

 
 
→

 
え
っ
？
そ
う
な
の
？

 
 

 
 
じ
ゃ
あ
、
と
り
あ
え
ず
自
転
車
で
出
か
け
て
み
よ
う
。

 
 
→

 
い
い
ね
え
。

 
 
→

 
広
報
な
ど
で
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
な
。

 
公
民
館
な
ど
で
、
自
転
車
を
安
全
に
の
る
た
め
の

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
い
い
な
。

 

将
来
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

清
水
地
域
内
の
４
地
区
が
集
ま
り

 
話
し
合
い
が
さ
れ
る
と
い
い
な
。

 

易
 

難
 

事
業
実
行
の
難
易
度
に
つ
い
て

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
実
行
性
の

 

難
易
度
を
「
菅
笠
坊
や
」
の
表
情
で
表
し
て
い
ま
す
。

 
事
業
内
容

 
目
標

 
そ
の
背
景

 
具
体
的
な
内
容

 



ー １１ ー

ワークショップ 概要

平成２９年 第１回 ６月１０日(土) １３：３０～１５：３０
第２回 ８月１９日(土) １３：３０～１５：３０

９月１３日(水) １９：００～２１：００
第３回 １０月１４日(土) １３：３０～１６：００

開催日時

第１回 清水東地区の未来像を作成するため、ワークショップ方式で意見
を出し合い、グループ毎に発表した。

第２回 ・第１回の結果をうけて、「里山」「水辺」「公共交通」といった
テーマ毎にワークショップ方式でグループ討議をした。

・テーマ「歴史と伝統」についてワークショップ方式で意見交換を
行った。

第３回 ・すべてのテーマを全員が共有するため、４テーマについて、３グ
ループがワークショップ方式で意見交換し、グループ長（ファシ
リテーター）が発表を行った。

・発表の内容をお助け隊畑みゆき氏が、全テーマの行動計画などに
ついてまとめと総括を行った。

活動内容

第１回 ６月１０日(土) ２４名
第２回 ８月１９日(土) １１名

９月１３日(水) １１名
（ 第２回において時間の都合で協議出来なかった
テーマ「歴史と伝統」の意見交換 ）

第３回 １０月１４日(土) １５名

住民の
参加状況

清水東公民館 鈴木 幹夫 吉田 眞美子 前田 実由紀事務局

畑 みゆき 髙橋 要
西澤 公太 横山 智昭 谷口 正行

福井市 ・お助け隊
・地域担当職員

清水東のまちづくりワークショップ



ー １２ ー

ワークショップ 募集チラシワークショップ 募集チラシ

すげ笠の郷清水東

福井市清水東公民館
〒910-3608 福井市三留町1４-1１-１
ＴＥＬ／ＦＡＸ０７７６－９８－４５１０
E-mail sihiga-k＠mx４.fctv.ne.jp

開催概要

○ 日時 Ｈ２９年１０月１４日（土）１３：３０～１５：３０
○ 会場 清水東公民館

○ 参加対象者 おおむね小学校高学年以上で清水東地区内に在住、又はゆかりのある方

※ 小さなお子様連れ歓迎します。

○ 申込方法 電話などで清水東公民館に直接申込みください。

その際、住所・氏名・年齢・連絡先をご連絡ください。

○ 申込締切 H29年１０月１０日（火）

清水東地区は、歴史と伝統が薫る町並みや充実した生活基盤を備え、古くから
定住する地区民が多いことから、安心・安全で住みやすい生活圏が形成されてい
ます。この清水東地区の個性をベースにして、「こうあってほしい」と想う地区
の夢をみんなで話し合い、形にしてみませんか。

これまでに２回のワークショップを開催しました。その成果をふまえて、より
具体的なまちづくりを話し合います。

清水東のまちづくりワークショップ

このワークショップは、先に実施した
「清水東地区まちづくりアンケート」
をもとに、福井市清水東地区自治会連
合会、及び福井市清水東公民館が企画
しています。

１．里山の風景を守る

２．水辺を活かし環境を守る

３．歴史、伝統、人をつなぐ

４．多様な交通手段を活かす



ー １３ ー 

ワークショップ 当日の様子 

 １回目っ！ 



ー １４ ー 

ワークショップ 当日の様子 

 ２回目っ！ 

 ３回目っ！ 



ー １５ ー

ワークショップ 参加メンバー

参加メンバーは、清水東地区内全戸に配布したチラシにより募集しました。おおむね
小学校高学年以上で清水東地区内に在住、又はゆかりのある方、或いは、日頃より
公民館の運営などに携わっている方で構成されました。
３回のワークショップと、自治会長会最終校正による住民の参加延べ人数は、６１名で

した。

※ ５０音順

ワークショップなどに参加されたみなさま（全４１名）

尾﨑 剛敏（おざき たけとし）さん

片岡 勇介（かたおか ゆうすけ）さん

勝木 浩司（かつき こうじ）さん

勝木 治和（かつき はるかず）さん

川上 克博（かわかみ かつひろ）さん

川上 正男（かわかみ まさお）さん

小林 康雄（こばやし やすお）さん

清水 忠志（しみず ただし）さん

白﨑 俊雄（しらさき としお）さん

鈴木 幹夫（すすき みきお）さん

鈴木 礼子（すすき れいこ）さん

髙橋 要（たかはし かなめ）さん

竹内 英兒（たけうち えいじ）さん

竹内 将人（たけうち まさと）さん

竹内 良一（たけうち りょういち）さん

辰村 和男（たつむら かずお）さん

田仲 友治（たなか ともはる）さん

田中 正宣（たなか まさのり）さん

谷口 茂（たにぐち しげる）さん

谷口 正行（たにぐち まさゆき）さん

塚谷 敏之（つかたに としゆき）さん

辻川 泰德（つじかわ やすのり）さん

土橋 義弘（つちはし よしひろ）さん

西澤 公太（にしざわ こうた）さん

橋 重則（はし しげのり）さん

長谷川 豪（はせがわ ごう）さん

畑 みゆき（はた みゆき）さん

畑中 勝一（はたなか しょういち）さん

藤田 諭（ふじた さとし）さん

前田 実由紀（まえだ みゆき）さん

宮永 禎夫（みやなが さだお）さん

宮永 政幸（みやなが まさゆき）さん

山田 泰久（やまだ やすひさ）さん

山本 辰子（やまもと たつこ）さん

横山 誠治（よこやま せいじ）さん

横山 智昭（よこやま ともあき）さん

横山 勝和（よこやま まさかず）さん

横山 松志（よこやま まつし）さん

横山 弥四郎（よこやま やしろう）さん

吉田 眞美子（よしだ まみこ）さん

吉田 義宏（よしだ よしひろ）さん
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まちづくりアンケート

清水東地区のみなさまへ

いつも清水東地区の各種事業にご協力いただきありがとうございます。

さて、合併して早や 10 年が経過し、まちづくりを推進するなかで清水東地区として住民の交流

による絆が築かれてきました。

つきましては、今後清水東地区でどのような事業を立ち上げて、住みよい、楽しい町にしてい

くか、そのために清水東地区の現状を知り、課題を考えていきたいと思います。

そこで、住民のみなさまのご意見を伺いたく、今回自治会長会での承認を得て、アンケートを実施

することにしました。

なにとど、ご回答くださいますよう、お願いいたします。

平成29 年1 月

福井市清水東地区自治会連合会

会 長 勝 木 治 和

福 井 市 清 水 東 公 民 館

館 長 鈴 木 幹 夫

【ご記入にあたって】

１． ご家族の中でどなたがお答えくださっても結構です。

２． 回答は、あてはまる番号の （ ） に○をつけてください。

３． 回答が 「その他 （ ）」 の場合には、（ ） の中に具体的にその内容をご記入ください。

４． ご記入後は、同封の回収用封筒に入れておいてください。

2/1（水）～2/8（水）の間に回収しますのでお願いいたします。

《お問合わせ先》 福井市清水東公民館

TEL／FAX ９８－４ ５ １ ０



H18Ｄ．H28C．今後、公民館活動でどのようなことを学びたいですか
（複数回答可）

66

H28年度 74
H18年度 43
H28年度 43
H18年度 58
H28年度 73
H18年度 96
H28年度 64
H18年度 31
H28年度 25
H18年度 175
H28年度 160
H18年度 73
H28年度 52
H18年度 105
H28年度 91

8

H28年度 26

趣味に関
すること

H18年度 
園芸・旅行・合唱・民謡・カラオケ・
そば打ち・たいこ・お花・お茶・将棋
絵をかく・物作り

職業上の知識・技能習得の催し

スポーツ

教養的な催し

育児に関すること

健康に関すること

環境に関すること

介護・福祉に関すること

その他
H18年度 

宗教に関すること・運動会・お年寄
りのいこいの場

10.1%

12.2%

6.6%

7.1%

8.9%

12.0%

14.7%

10.5%

4.7%

4.1%

26.7%

26.3%

11.1%

8.6%

16.0%

15.0%

1.2%

4.3%

H18年度 492
H28年度 496
H18年度 348 70.7%
H28年度 368 74.2%

発送数

回答数

　H18Ｃ．H28B．清水東公民館がどこにあるかご存知ですか
H18年度 166
H28年度 358
H18年度 178
H28年度 5
H18年度 4
H28年度 5

知らな
かった

無回答

知って
いる

47.7%

97.3%

51.1%

1.4%

1.1%

1.4%

H18Ｅ．H28D．①清水東地区に住んでいて、どのように感じておられますか
H18年度 93
H28年度 91
H18年度 165
H28年度 185
H18年度 27
H28年度 25
H18年度 5
H28年度 6
H18年度 56
H28年度 58
H18年度 2
H28年度 3

やや住みにくい

非常に住みにくい

どちらともいえない

無回答

非常に住みやすい

やや住みやすい

26.7%

24.7%

47.4%

50.3%

7.8%

6.8%

1.4%

1.6%

16.1%

15.8%

0.6%

0.8%

住みやすい理由
ア　福井市街にも近く、自然環境にも恵まれている。
イ　大型商店もできて便利になった。
ウ　人が皆優しく、心温かい人が多いから。
エ　生まれた所で区民をよく知っている。
ア　福井市街にも近く、自然環境にも恵まれている。
イ　大型商店があり便利。
ウ　生活環境（近隣に保育園、学校、健森が整備）がよい。
エ　人やその繋がりが良い。

H18年度

H28年度

住みにくい理由

H28年度

ア　交通（バス）の便が悪い。
イ　自然が多いため虫や獣害がある。
ウ　行事の負担が多い。
エ　徒歩範囲の店がない、高校が遠い。

ア　地域の習慣など古い体質に不快感を覚える。
イ　公共交通の便がやや不便。
ウ　店や病院が遠い。
エ　自治会地域内に郵便ポストがない。

H18年度

清水東地区のまちづくり意識の変化
清水東地区では、H29年2月、「清水東地区まちづくりアンケート」を実施しました。一方、H18年度にも

ほぼ同じ設問内容で「住民意識調査」を行っております。 その意識変化についてまとめてみました。

　H18Ａ．H28Ａ．①あなたの性別は
H18年度 174
H28年度 197
H18年度 174
H28年度 154
H18年度 0
H28年度 17

女性

男性

無回答

50.0%

53.5%

50.0%

41.8%

0.0%

4.6%

　②あなたの年齢は

H28年度 2
H18年度 9
H28年度 3
H18年度 37
H28年度 18
H18年度 51
H28年度 44
H18年度 121
H28年度 67
H18年度 63
H28年度 134
H18年度 54
H28年度 68
H18年度 13
H28年度 29
H18年度 0
H28年度 3

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

無回答

７０代

８０代
以上

0.5%

2.6%

0.8%

10.6%

4.9%

14.7%

12.0%

34.8%

18.2%

18.1%

36.4%

15.5%

18.5%

3.7%

7.9%

0.0%

0.8%

②これからも清水東地区に住みたいと思いますか
H18年度 250
H28年度 267
H18年度 21
H28年度 27
H18年度 7
H28年度 8
H18年度 64
H28年度 69
H18年度 6
H28年度 0

※H28年度は、３件の複数回答がありました。

無回答

住みたいと思う

あまり住みたいと思わない

住みたくない

どちらともいえない

71.8%

72.0%

6.0%

7.3%

2.0%

2.2%

18.4%

18.6%

1.7%

0.0%

　H18Ｂ．福井市と合併後、清水東地区が１０の自治会になったことをご存知ですか
H18年度 196

H18年度 151

H18年度 1
無回答

知らな
かった

知って
いる

56.3%

43.4%

0.3%

様々な理由が寄せらたため、キーワード集計

を行い、多い順に４つをピックアップしました。

凡例：　H18A．H28B．設問内容
H18年度 回答数 ％
H28年度 回答数 ％

設問項目
(+H28年度)

設問内容はほぼ同じですが、設問数が違うため

設問ローマ字前に年度を加えています。

設問項目はほぼ同じですが、H28年度調査で

下段に加筆した内容を加えてます。

１ １

１ ２

２

３

４

５ １

５ ２

※ 住民基本台帳上の清水東地区の世帯数は544世帯です。

（H29年4/1現在）

※ 同一家屋内で世帯分離が進んでいるため、実態と異なります。

便宜上 １ 13～ の通し番号を付してあります。

ー １７ ー



H18Ｍ．H28Ｌ．前問 11 で、③又は④と答えた方にお聞きします。なぜ関心がないのですか
H18年度 9
H28年度 17
H18年度 8
H28年度 9
H18年度 2
H28年度 8
H18年度 4
H28年度 2

※H18年度は１件、H28年度は１件の無回答がありました。

その他

何をしたらいいかわからない

やっても無駄だと思うから

わずらわしい

39.1%

47.2%

34.8%

25.0%

8.7%

22.2%

17.4%

5.6%

H18Ｆ．H28E．清水東地区で誇れるもの（誇れる人）がありましたら具体的に記入してください

観光に関
するもの

H18年度

H28年度

商業に関
するもの

H18年度

H28年度

歴史・史
跡に関す
るもの

H18年度

H28年度

自然環
境に関す
るもの

H18年度

H28年度

農作物
H18年度

H28年度

米・麦・すげ笠・スゲ・きゅうり・トマト・大豆・ソバ・ぼっちゃんカボチャ・野菜・みそ

米・米(ｺｼﾋｶﾘ)・野菜・ぶどう・たけのこ・山菜・菅・極甘トウモロコシ・果物・水仙農産物・三留のキュウリ・大麦・大豆・レンコン・味噌・納豆

静か・福井市中心部に近い・田舎生活が楽しめる・スポーツ施設が多い・公民館活動が盛ん・これといったものがない・寂しい

すげ笠

サマーフェスティバル・こいやこいや祭り・左義長（杉谷）・各町内の祭り・すげ笠、菅作りとすげ笠作り・すげ笠作りの杉谷の方々・すげ笠音頭・すげ笠伝承講
座・すげ笠のシンボル塔

お神輿（上天下）・すげ笠作り・こいやこいや祭り（杉谷）・神事

すげ笠の伝統行事に関わる方々・すげ笠やその小物を作る人（見寺正雪さん、横山みち代さん、山本辰子さん、三留の斎藤さん、竹内花子さん、田中美智
江さん、宮永正さん、前田正子さん、山口さん、和田の横山さん）・後藤基栄さん（農業）・仲橋保道さん（野菜）・宮下ヒロコさん（書道と料理）

すげ笠を作る人・後藤基栄氏（農業）・小川栄子氏（手芸）・みそ・皇（スメナリ）ハマオ氏（マンガ家）

三留工業団地・宮下製作所・ジャパンポリマーク・頑張っている様々な会社・技術が優秀な企業・三留生産組合

伝統行事
H18年度

H28年度

その他
H18年度

H28年度

工業に関
するもの

H18年度

H28年度

達人・
名人

（特技の
ある人）

H18年度

H28年度

三留工業団地・オーディオテクニカ

プラント３・膳野菜・和菓子・餅屋・みそ・お酒

プラント３・住宅団地・「兼八」のコロッケ・ＪＡ膳野菜・すげ笠

「自然公園　おばやまの森」

すげ笠作り・久保博道家の門・広善寺の門・健康の森

豊かな自然やその風景・春先に田に来る白鳥・メダカ・タナゴ・森林（杉谷や竹生）・志津川や日野川があり恵まれた水・芝桜・桜（三留神社）・平野・山川・花
蓮・ため池・蛍・蛍の清水・魚が泳ぐ川・いい空気・田園風景・用水路・昔からの自然

志津川河川公園・東小の桜・田園風景・気比神社の桜・健康の森・川・和田地区の山と平野・山と緑・空気がきれい・すみきった空・風・水・田

清水古墳群・小羽山古墳群・古墳群・杉谷古墳・小羽山古墳(御城山古墳・四隅突出型墳丘墓)・古い神社・各地の神社・桂蓮神社・城跡・城山・三留城・寺・
山善さん・越前すげ笠の郷石碑・治水記念碑(十郷排水)・清水杉谷町出身の方々・清水町歌、賛歌の石碑建立(清水総合支所前)・山本雅堂先生揮毫のす
げ笠音頭や清水町音頭の歌詞掲額(清水東公民館、杉谷集落センター)

古墳・役場近郊の史跡・鍵岡神社・小羽山・気比神社・広善寺・城山・丹生神社・猿ケ堂

H18Ｇ．H28F．清水東地区はどんな地区になってほしいですか
３つ以内で選んでください

H18年度 15
H28年度 32
H18年度 219
H28年度 215
H18年度 33
H28年度 36
H18年度 32
H28年度 15
H18年度 58
H28年度 61
H18年度 269
H28年度 251
H18年度 79
H28年度 37
H18年度 194
H28年度 180
H18年度 7
H28年度 6

スポーツが盛んな元気な町

福祉や医療が充実した町

その他

歴史と伝統が調和する町

自然や環境が整備された町

様々な産業が盛んな町

文化や芸術活動が盛んな町

教育や生涯学習が盛んな町

誰もが安心して暮らせる安全な町

1.7%

3.8%

24.2%

25.8%

3.6%

4.3%

3.5%

1.8%

6.4%

7.3%

29.7%

30.1%

8.7%

4.4%

21.4%

21.6%

0.8%

0.7%

H18Ｉ．H28H．家族で防災について話し合うことはありますか
H18年度 148
H28年度 201
H18年度 191
H28年度 153
H18年度 9
H28年度 14

はい

いいえ

無回答

42.5%

54.6%

54.9%

41.6%

2.6%

3.8%

  H18Ｊ．H28Ｉ．身近な（家庭）防災対策で重要だと思うことは何ですか　（複数回答可）
H18年度 170
H28年度 182
H18年度 113
H28年度 137
H18年度 65
H28年度 68
H18年度 49
H28年度 45
H18年度 249
H28年度 249
H18年度 2
H28年度 6

非常持出し袋の準備

自治会単位での防災訓練
（＋避難訓練）

防火資機材を自治会に備える

自主防災組織の結成
（＋参加）

隣近所とのコミュニケーション
（＋災害時には助け合う）

その他

26.2%

26.5%

17.4%

19.9%

10.0%

9.9%

7.6%

6.6%

38.4%

36.2%

0.3%

0.9%

H18Ｋ．H28Ｊ．環境問題に関心がありますか
H18年度 101
H28年度 93
H18年度 218
H28年度 218
H18年度 21
H28年度 31
H18年度 1
H28年度 6
H18年度 7
H28年度 20

①非常にある

②少しある

③あまり関心はない

④全くない

　無回答

29.0%

25.3%

62.6%

59.2%

6.0%

8.4%

0.3%

1.6%

2.0%

5.4%

（複数回答可）
H18年度 201
H28年度 254
H18年度 100
H28年度 91
H18年度 97
H28年度 149
H18年度 160
H28年度 152
H18年度 172
H28年度 155
H18年度 21
H28年度 32
H18年度 98
H28年度 67
H18年度 26
H28年度 28
H18年度 34
H28年度 25
H18年度 46
H28年度 35
H18年度 30
H28年度 23
H18年度 80
H28年度 96
H18年度 6
H28年度 4

農薬や化学肥料の使用抑制

その他

生活排水の抑制

合成洗剤の使用抑制

牛乳パック・トレーの回収
（＋ペットボトル）

節水・節電

公共交通機関の利用

アイドリングの抑制

低公害者の利用

太陽熱などの利用
（＋クリーンエネルギー）

ゴミ分別の徹底

リサイクル製品の利用

買い物袋の持参

H18Ｌ．H28Ｋ．前問で、①又は②と答えた方にお聞きします。あなたは自分た
　　　ちを取り巻く環境を良くするために、どのようなことに気をつけていますか

18.8%

22.9%

9.3%

8.2%

9.1%

13.4%

14.9%

13.7%

16.1%

14.0%

2.0%

2.9%

9.2%

6.0%

2.4%

2.5%

3.2%

2.3%

4.3%

3.2%

2.8%

2.1%

7.5%

8.6%

0.6%

0.4%

も

た。

清水東のまちづくり

※H28年度も多彩なご意見が寄せられました。要約して記載しています。

H18Ｈ．H28G．災害発生時の避難場所及び経路を、家族で確認していますか
H18年度 159
H28年度 229
H18年度 180
H28年度 129
H18年度 9
H28年度 10

はい

いいえ

無回答

45.7%

62.2%

51.7%

35.1%

2.6%

2.7%

11

12

13

。

６

７

８

９

10

ー １８ ー



ー １９ ー

公民館の運営・組織

公民館の役割

公民館は、住民の生活の必要にこたえ、教育・学術・文化の普及ならびに向上につとめ
潤いのある地域づくりを支援する機関です。

・学級や講座の開催
・自主的な学習活動の支援
・身近な生涯学習の中核的施設
・世代を超えた地域づくりの拠点

福井市教育委員会

運営審議会

【運営審議会委員】
清水東公民館

自治会連合会・各種団体

【協力委員・活動推進員】

【
子
ど
も
未
来
部
】

・
家
庭
教
育
の
支
援
の
た
め
の
学
習
事
業

・
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
学
習
事
業

☆
す
す
ん
で
親
切
を
つ
く
し
愛
情
ゆ
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
ふ
る
さ
と
・
環
境
部
】

・
郷
土
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
学
習
事
業

・
豊
か
な
健
康
・
長
寿
社
会
の
実
現
の
た
め
の
学
習
事
業

・
環
境
意
識
の
高
揚
の
た
め
の
学
習
事
業

・
地
域
の
特
色
あ
る
伝
統
文
化
を
伝
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
学
習
事
業

☆
す
す
ん
で
工
夫
を
こ
ら
し
、
清
潔
て
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

☆
す
す
ん
で
教
育
を
重
ん
じ
清
新
な
文
化
の
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
地
域
支
援
部
】

・
男
女
共
同
・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学
習
事
業

・
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
対
応
の
た
め
の
学
習
事
業

・
防
犯
・
防
災
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
学
習
事
業

・
社
会
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習
事
業

☆
す
す
ん
で
決
ま
り
を
守
り
、
安
全
て
住
み
よ
い
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
】

・
若
者
の
地
域
社
会
へ
の
参
画
を
促
す
た
め
の
学
習
事
業

・
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
人
材
育
成
の
た
め
の
学
習
事
業

☆
す
す
ん
で
健
康
に
こ
こ
ろ
が
け
明
朗
で
活
気
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

【
広
報
部
】

・
公
民
館
の
事
業
案
内
や
結
果
報
告
、
地
域
の
情
報
な
ど
を
地
域
住
民
に
広
く

知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
協
力
を
求
め
、
地
域
活
動
や
公
民
館
活
動
へ
の
参
加

を
促
す
。

そ
の
他

各
種
団
体
（
清
水
東
自
治
会
連
合
会
に
選
ば
れ
た
委
員
が
、
地
区
の
課

題
解
決
に
向
け
て
活
動
を
行
う
団
体
）
及
び
、
各
種
グ
ル
ー
プ
（
生
涯

学
習
活
動
を
行
う
た
め
に
登
録
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
）
へ
の
支
援
、
相
互

連
携
に
よ
る
活
動
の
推
進
事
務
。

福
井
市
行
政
事
務
等
（
各
種
配
布
事
務
）

各
種
研
修
に
よ
る
知
識
習
得

公
民
館
運
営
業
務

☆は福井市市民憲章

【 館 長 】【 主事・管理人 】（公
民
館
職
員
）



ー ２０ ー

公民館活動に携わっている方々の名簿

項目 なまえ （敬称略） 町名

総
括

１ 川上 克博 清水町

２ 勝木 治和 清水杉谷町

子
ど
も
未
来
部

◎ 吉田 勲 竹生町

② 谷口 崇 和田町

３ 山本 辰子 清水杉谷町

４ 土橋 義弘 上天下町

５ 横山 勝和 下天下町

６ 田仲 友治 清水杉谷町

７ 戸田 真敬 田尻栃谷町

８ 杉本 親耶 小羽町

ふ
る
さ
と
・
環
境
部

◎ 横山 松志 上天下町

② 横山 才慧子 和田町

３ 西川 義信 田尻栃谷町

４ 畑中 勝一 上天下町

５ 清水 忠志 小羽町

６ 宮下 房生 三留町

７ 田中 直美 和田町

８ 鈴木 礼子 三留町

地
域
支
援
部

◎ 竹内 将人 田尻栃谷町

② 宮永 禎夫 下天下町

３ 髙橋 ふみ代 竹生町

４ 竹内 英兒 清水杉谷町

５ 勝木 重信 清水杉谷町

６ 山田 泰久 竹生町

７ 松原 佳和 清水杉谷町

８ 横山 智恵博 田尻栃谷町

９ 鈴木 重則 三留町

ス
ポ
│
ツ
振
興
部

◎ 長谷川 豪 田尻栃谷町

② 勝木 浩司 清水杉谷町

３ 塚谷 敏之 ※三留町

４ 小坂 誠 清水町

５ 辻川 泰德 田尻栃谷町

６ 体育推進員（１０名）

広
報
部

◎ 竹内 将人 田尻栃谷町

２ 横山 智昭 和田町

３ 谷口 正行 和田町
◎は部長 ○は副部長
※清水東小学校の住所

No. なまえ (敬称略) 自治会名

１ 小林 康雄 上天下町

２ 宮永 政幸 下天下町

３ 田中 正宣 小羽町

４ 尾﨑 剛敏 三留町

５ 勝木 治和 清水杉谷町

６ 竹内 良一 田尻栃谷町

７ 橋 重則 竹生町

８ 谷口 茂 清水町

９ 横山 弥四郎 和田町

１０ 横山 誠治 ホープタウン田尻

清水東公民館 各部の名簿 （H29年度） 清水東地区自治会長名簿 （H29年）



すげ笠の郷清水東

福井市清水東公民館
〒910-3608 福井市三留町1４-1１-１
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０７７６－９８－４５１０
E-mail sihiga-k＠mx４.fctv.ne.jp

清水東公民館 と 清水東小学校

清水東小学校

清水東公民館


